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0)(  xf とすると 0
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したがって、 0)(  xf は相違なる 2実数解 )(,   を持つ。 
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以下、   tttg )( とする。 

 

1t のとき 
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21  t のとき 

 21   t であるから   )()()( tttg  

 )33(
9

4

9

)23(12)3(4
4)()( 2

2
22 


 tt

tt
  

 
4

3

2

3

3

2
33

3

2
)(

2

2 







 ttttg  

 

2t のとき 
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t2 のとき 
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以上により、 21 ≦≦t のとき
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 ttg 、 32 ≦≦t のとき 2
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)(  ttg で、単調増加。 

)(tg の最大値は )3(2 t 、最小値は 
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